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令和 2年度の各務原市の 6つの会計(※1)の決算を一つにまとめて、市全体で「何に、誰に、いくら使ったのか」をわかるようにしました。総額は約

1,017億円となり、金額が大きくてピンとこないので、人口で割算した『市民 1人あたりの金額』を計算して、イメージしやすくしてあります。 

なおこれらの集計金額は、繰入金や減価償却費などの実際には費用を伴わない項目を省いて、独自の方法で集計していますので、市の発表とは金額

が違っています。※このページの（）内の金額はすべて『市民 1人あたりの金額』です。 

(※1)6つの会計とは、『一般会計』、『国民保険』、『介護保険』、『後期医療保険』、『水道』、『下水道』の各会計のこと。 

 

 

「何に、誰に、いくら使われたか」を考える ～令和 2年度 各務原市の決算～ 

①65才以上医療費など

（164,916円）

事務経費含む。

④特別定額給付金

（100,726円）
⑤子供のため

（83,826円）

⑦借金返済

（51,834円）

市民1人

支出合計

69.2万円

②社会的弱者対策（50,049円） 

お年寄りや障がい者の方々が健康

に過ごすための様々な施設や行事

の運営に係る経費。ほか生活に困

窮する方々の社会保障（生活保護

費の 9,948円を含む）など。 

③64才以下医療費など（35,194円） 

国民健康保険の中の高齢者以外の金額

のほか、予防接種や健康診断、休日診

療所の運営など。会社員や公務員など

の社会保険・共済保険などで支払われ

る医療費は含まない。 

⑫スポーツ・文化活動（13,776円） 

スポーツ施設や公民館、文化会館、

図書館などの施設の運営・保全。ス

ポーツや文化活動団体への補助を

含む。 

⑧上下水道（33,426円）

浄水場や上下水道管の運

営・保全や下水処理の費用。 

⑩安心安全（17,200円） 

消防や防災倉庫など災害への対応

や備え。地域の自治会（2,510円）

や交通安全への補助などを含む。 

学校の建設・修繕・運営の経費の

ほか、児童福祉、母子保健など。

教師の給与は含まない。 

⑬基金（32,936円） 

将来、何のために使う

かを定めた貯金。 

⑪産業活性化（18,336円） 

農林水産業や商工業の支援。

航空宇宙博物館の運営費

（1,166円）含む。 

⑭その他行政経費（33,941円） 

コンピュータ管理のためのシステム保全

（5,647円）、庁舎建設（令和 2年度分

14,460円）ほか。 

⑥道路など基盤整備（39,657円） 

道路・橋・排水路など災害対策も含

めた建設・保全。公園整備も含む。 

過去の市の借金返済の元金と利息。 

令和 2年度のはコロナ経済対策の政策。 

⑨ごみ処理など環境保全（16,594円） 

北清掃センターやし尿処理場、火葬場な

どの運営・保全。 

㋐市税

154,252 円

㋑保険料

46,563 円

㋒上下水道代など

25,314 円

㋓負担金

5,124 円

㋔国からの資金

265,411 円

㋕県からの資金

101,502 円

㋖借入金

36,464 円

㋗貯金取崩

48,423 円

㋘前年の繰越金

35,225 円

その他

15,244 円

市民1人

財源合計

73.4万円

『市民 1人あたり支出』（上グラフ）の中で、大きな割合を占

めるのは社会保障にかかる費用（①②③）です。医療や介

護、生活保護などの総額は 367億円（市民 1人あたり 25

万円）で、現在建設中の市庁舎が、毎年 4つ建てることが

できる費用に相当します。『社会保障の充実』と 『負担のあ

り方』のバランスが大切です。 

ワンポイント解説 

市の財源の半分近くは、国や県からの『交付金』や『補助金』などになります。 

市民 1人あたりの『支出』（上グラフ）と『財源』（下グラフ）を比べると、 

◆ 財源の『㋑国保など保険料』より、支出の『①③医療費』が大幅に多い。 

◆ 財源の『㋒上下水道代』より、支出の『⑧上下水道にかかる経費』が多い。 

などが見て取れますが、足りない分は『市民税など税金』や『国・県からの資金』

で補っていることになります。 

市民や市内事業所などから市に直

接入る税や保険料、上下水道代、

負担金など。 

総額は 339億円（市民一人あた

り 23.1万円） 

国・県などからの資金。総額は 539億円（市民一人あたり 36.7万円） 

この財源のうち、国や県の税収分は現世代の市民（国民）が負担し、国債など

で賄われている分は将来の世代の市民（国民）が負担することになる。 

借入総額 54億円（市民一人あたり 3.6万円） 

このうち 29億円分が、返済額を『交付税』とし

て国が負担する制度になっている。 

ワンポイント解説 



 

 

市民公園は中心市街地に位置し

ながら、6.5haの広大な面積を有す

る各務原市を代表する公園のひとつ

で、週末ともなると市内外から利用

者が訪れ様々な年代の方々で賑わ

っています。 

一方、開園から 30年以上経過し

ていることから、遊具やトイレの老朽

化、植え込み花壇や園内のタイルの破損や汚れ、外周園路の不陸などが

目立ちます。この外周園路でランニングやウォーキングをされている多くの

方々からは、不陸整正を求める声も届いています。 

このような中、リニューアルの基本計画が策定され、「歴史・時間をつな

ぐ」、「風景をつなぐ」、「人をつなぐ」という３つの「つなぐ」を軸とし、公園と

いう場を通じて人と人がつながり、過去から未来へ市民公園の魅力的な

姿をつないでいくような「子どもに見せたい風景のある公園」を目指してい

くことになりました。ユニバーサルデザインを取り入れたトイレや、そよ風を

感じる図書館のテラス、わくわくして遊び続けたくなる遊具、居心地の良い

ベンチなどを整備するとともに視線の妨げとなっている樹木は下枝の剪定

し見通しを良くしていきます。また、商用利用を念頭に置いたエリアやキッ

チンカーなどに対応したスペースも確保します。 

今後のスケジュールについては、新型コロナウイルスなど社会情勢の変

化を見極め、事業規模を精査の上、適切な時期に実施していくことになり

ますので、随時地元の皆さんには正しい情報を伝えてまいります。 

記事担当：津田忠孝 

蘇原中央通り（通称：ろっけん通り）の歩道のリニューアルが始まってい

ます。令和 2年にいちょう通り交差点から工事がスタートし、令和 4年度

まででＪＲ高山線踏切までの区間が完成予定です。 

この道路における次のステップは、『JR高山線踏切の拡幅』になります。

この踏切は車の通行量が多い中、通学路でもあり、六軒駅へ利用者や児

童生徒の通学で多くの歩行者が通ります。しかしながら、この踏切はとて

も狭く、地域住民の中では、長きにわたって危険である認識がありました。 

踏切の拡幅は、鉄道事業者が行いま

すが、かかる費用は市道であれば市が

負担します。その上、「踏切の幅が広く

なると鉄道事故の可能性が高くな

る・・・」と考える鉄道事業者の合意が必

要で、粘り強い交渉も必要となります。 

市は既にこの踏切拡幅について、JR

との話し合いをスタートしています。今

後も引き続き、地元自治会と連携して、要望を重ねてまいります。 

 

スポーツ広場への歩道が狭く、たびたび自転車で

の転倒事故が起きています。 

この道路は、自動車の交通量も多く、自転車が車

道を走るのが危険で、対策が求められています。 

近隣の工業団地の建設工事と合わせた対策を講

ずるよう要望を続けてまいります。 

記事担当：池戸一成 

 

 

鵜沼市民サービスセンター北側に特別支援学校の建設が予定されてい

ます。学校は、全ての子どもたちが、安心、安全、そして健やかに学び成長

できる場であり、同時に、地域の様々な活動の拠点でもあります。新たに

できる特別支援学校もその一翼を担うものであり、地域における関わりが

切り離せないものとであると考えています。 

既に特別支援学校の建設予定地の近隣地域においては、地区社協が

「特別支援学校を知ろう」をテーマに勉強会を開催したり、パークレンジャ

ーが里山である八木山三山の山道を整備して、特別支援学校のカリキュ

ラムで活用してもらえるよう活動したり、児童・生徒の皆さんの通学が安全

であることを地域で協議したりして、特別支援学校建設を見据えた取り組

みが進んでいます。今回の特別支援学校の建設に限らず、このような地域

の関わりはとても重要であり、未来永劫続いていかなくてはなりません。 

しかしながら、これら地域の関わ

りを支える活動を行っている主たる

メンバーは、仕事を勇退されたご高

齢の方々がほとんどであることが

現状であり、人口減少や高齢化が

進む中で、地域の関わり活動を継

承する方が少ないのが現状です。 

地域の高齢化や人口減少の課

題は、地域によってだけでなく、行政、地域の企業、そして議会も積極的に

取り組んで行かなければならないと考えています。今後も、『地域の活力』

をテーマに、皆さんと共に考え取り組んでいただきたいと思います。 

記事担当：大竹大輔 

木曽川にかかる川島大橋が 5月 28日から通行止になり、笠田町や稲

羽地区から川島地区や愛知県方面へのアクセスが途切れています。橋の

交通量は 1日 1万台ほどあり、多くの方が迂回をしていることになります。 

5月の豪雨により川島大橋の橋脚周辺部の川底がえぐられる「洗堀」が

起き、P4橋脚の沈下・傾斜が進行したため、県が橋の通行が危険と判断

し、通行止となりました。 

 これまで橋を渡って通学していた笠田町の

児童生徒にとって、迂回により通学路がかなり

遠くなるため、市は週明けの 5月 31日から

バスとタクシーを提供し、子供たちの安心安全

な通学の足をスピード感持って確保しました。 

 県は、川底が削り取られないように橋脚を固

定する緊急対策工事を行うために、川の流れ

を変える「瀬替」をおこない橋脚の安定をすす

めました。 

本格復旧には技術的に困難な工事が見込まれるため、国の権限代行制

度を活用した早期復旧を県と市は要望し、国は事業代行により本復旧を

県と連携して工事を進めていくことを 9月 3日に発表しました。 

◆ まずは、被災した橋梁の撤去 

◆ 通学路を確保するための歩行者用の仮橋の設置 

◆ 本復旧のための橋梁工事の実施 

橋の復旧による、稲羽地区から川島地区や愛知県への広域幹線道路ネ

ットワークの完成を目指して国や県へ要望してまいります。 

記事担当：岩田紀正

 

各務原市民公園リニューアルに向けて 

新特別支援学校建設と地域 

ろっけん通りの歩道整備 そして次のステップ 

川島大橋の早期復旧 稲羽川島の道路網実現へ 

ヘリを使った 
川島大橋の緊急工事 

スポ広通りの歩道 

朝の JR高山線踏切 

現在の市民公園 

地域の支え合い活動の一例 
愛宕山登山道の階段補修 


